
 

学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

中学 3 年 国語 国語 A 3 特進 

教科書・副教材 伝え合う言葉 中学国語３（教育出版）・国語便覧（浜島書店）・徹底演習テキスト 中

３（日本教材出版）・アシスト常用漢字（数研出版） 

 

科目の目標 

・目的や場面に応じ、社会生活にかかわることに必要な国語の知識や技能を身につけることができるようにする。 

・自分自身の考えを深化させ、確かなものにするとともに、他者と考えを共有し、協力、協調することができるようにする。 

・論理的に思考する力を深く共感したり豊かに想像したりする力を養い、文章から読み取った思いや考えに根拠を持てるよう 

にする。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言葉の働きを意識し、漢字検定準

２級程度の漢字を文章の中で使う

ことができる。 

比喩、反復、倒置、体言止めなど

の表現の技法を理解することがで

きる。 

文章の中心的な部分と付加的な部

分、事実と意見との関係など、場

面の展開や登場人物の相互関係、

心情の変化などを読み取ることが

できる。  

国語に対して粘り強く取り組むこ

とができる。 

自分の中で読み取り考えたこと

を、他者に伝えようとすることが

できる。 

評価の方法 

定期考査 小テスト 

成果物（パフォーマンス課題、リ

フレクションなど） 

定期考査 

成果物（パフォーマンス課題、リ

フレクションなど） 

成果物（パフォーマンス課題、リ

フレクションなど） 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

「春に」 2  

「立ってくる春」 4  

「私」 7  

1 学期中間考査   

「なぜ物語が必要なのか」 6  

「薔薇のボタン」 4  

「俳句の味わい」 4  

１学期期末考査   

２ 

学 

期 

「メディア・リテラシーはなぜ必要か？」 5  

「故郷」 9  

２学期中間考査   

「async―同期しないこと」 6  

「問いかける言葉」 7  

高校入試 過去問演習 6  

２学期期末考査   

３ 

学 

期 

高校入試 過去問演習 8  

「持続可能な未来を創るために―人間の生命・存在を考える/生命とは何か/地

球は死にかかっている/水の星」 

4  

「青春の歌」 3  

学年末考査   

 


